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ＥＮＥＯＳ ＥＶチャージ
ステーション・プロジェクト

経済産業省 資源エネルギー庁 「平成21年度 電気自動車普及環境整備実証事業」

－ ＥＮＥＯＳ ＥＶチャージステーションのセルフ急速充電サービスについて －

２０１０年５月２６日２０１０年５月２６日

小売販売本部小売販売本部 リテール販売部リテール販売部
ＥＮＥＯＳＥＮＥＯＳ ＥＶチャージステーション・プロジェクトＥＶチャージステーション・プロジェクト

ＣＨＡｄｅＭＯ協議会 第二回整備部会

平成２１年度「電気自動車普及環境整備実証事業の結果報告」等

給油取扱所における急速充電器設置の課題（消防法等）
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Ⅰ．委託事業概要

１． 事業概要 「充電インフラの増加」と「ユーザー利便性に適した充電サービスの検証」を目的として、

ＥＶに対する充電方式およびその稼動システムを用いた実証実験に関する公募事業

● サービスステーションにおける「急速充電サービス」の提供

● サービスステーションを拠点とした「ＥＶカーシェアリング」の提供

● カーナビなどを使った充電器設置情報・空き情報の提供

● 太陽光発電による電力を使った急速充電サービスの提供

● 急速充電中の付加サービスの提供

２． 期 間 ２００９年１１月１日～２０１０年５月末日 （２０１０ＦＹは当社単独実証実験）

３． 体 制 日本電気株式会社、日本ユニシス株式会社との３社共同受託

４． 規 模 ● ＥＶチャージステーション

全国２２ヶ所

（急速充電器を設置）

● 電気自動車

２０台（ｉ－ＭｉＥＶ）
（参考） 個人モニター調査用 ｉ－ＭｉＥＶ 通称「エネゴリくんＥＶ」
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Ⅰ．委託事業概要

京浜地区を中心に、ほぼ10km圏に1カ所の割合で急速充電器を設置 車両説明や充電概要の説明後 約7週間の調査を実施

モニター説明会風景

モニター座談会風景

５． 調査手法 ＥＶ普及によるカーライフの変化を探るため、当社のＥＶをマイカーとして使って下さる消費者

（個人モニター）を選び出し、個人モニターの実生活を通して本実証事業に関する調査を実施

● 個人モニター ４５名

● ＥＶカーシェアリング個人モニター ９０名
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Ⅱ．本事業における急速充電サービスシステム

「ＥＮＥＯＳサービスステーション向けＰＯＳシステム」をＥＶ用にカスタマイズ

● 急速充電器の機能をＰＯＳで補完

● 急速充電器の操作（認証・充電操作・精算）は、外設ＰＯＳＴに集約

● 急速充電器の利用状況はＰＯＳに集められ「店内モニターに表示」、「ナビセンターへ配信」

● 急速充電器が異常停止（フリーズ）した場合は、スタッフが安全確認後ＰＯＳ本体から解除（リセット）を行う

「本事業における急速充電サービスシステム」イメージ図

急速充電器
（ＥＶの充電）

外設ＰＯＳＴ
（認証・充電器操作・精算）

店内充電状況表示モニター
（充電残時間・充電進捗状況） ＰＯＳ本体

（販売管理・会員管理・充電器管理）

データセンター
（実績管理）

カーナビ
（ルート案内・充電器利用状況）

ナビセンター
（地図情報・ルート検索）

スタッフ
（充電アテンドなど）

太陽光発電モニュメント
（急速充電器への
電力供給）
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Ⅲ．個人モニター調査結果

１． ＥＶ

（１）走行性能 ：「モーター駆動ならではの加速性能と静粛性」が大好評

（２）平均電費 ：５～６ｋｍ／ｋＷｈ （10・15モード＝１０ｋｍ／ｋＷｈ）

（３）安心して運転できる距離

「充電容量が５目盛り（３０％）になると

充電強迫観念にかられる。」

⇒ 安心して運転できる充電容量の下限を３０％とする

①満充電（１００％）の場合 ：６０ｋｍ ［６０ｋｍ ＝ １６目盛り×（ １００％－３０％）×５ｋｍ／ｋＷｈ］

②急速充電（８０％）の場合 ：４０ｋｍ ［４０ｋｍ ＝ １６目盛り×（ ８０％－３０％）×５ｋｍ／ｋＷｈ］

航続可能距離は、10・15モードで160ｋｍ/16kWhではあるが、実際には運転方法、ヒーター利用の有無、

渋滞状況など、運転環境で大きく変わる。

３０％

８０％

ｉ－ＭｉＥＶ駆動用バッテリー残量計
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Ⅲ．個人モニター調査結果

２．サービスステーションにおけるセルフ急速充電サービス

生活サイクルに充電という行為が加わるため、外出先を含めた効率的な充電および

充電計画が求められる。

⇒ サービスステーションは、車に詳しいスタッフが居るので安心感がある

（１） 急速充電ニーズ

● 家庭の充電環境が悪い（集合住宅、契約電力量の問題、悪天候時の心配、悪戯への懸念）

● 常に一定のバッテリー残量を維持しておきたい

● 急速充電器を有効活用し、家庭充電の時間を短くしたい

● 週末など定期的に遠出する

（２） セルフ急速充電サービスの課金

時間単価（分／円）で擬似課金したが、同じ量の充電でも充電環境や車両の状態により

充電時間が異なるため不満を残す結果となった

⇒ 充電量従量課金（ｋＷｈ／円）を望む声が最も多い
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Ⅲ．個人モニター調査結果

３．急速充電器

（１） 本体

８０％で止まることへの不満が多い。コードをまたぐ必要があるなどレイアウトに対する不満

⇒ 急速充電ガンが２個破損し、ＥＶの急速充電コネクターが１つ破損

③ケーブル延長×ホルダー変更①初期型

● 急速充電ガン破損 ２個

● ＥＶカーシェアリング車両の

急速充電コネクタ破損 １台

②消防法対応（６０ｃｍかさ上げ）

可燃性蒸気滞留対策（かさ上げ）

↓

● 画面に目が届かない

● ガンの取り外し・収納困難

● ホルダーの場所を変更

● ホルダーに電気式ロック取付

● かさ上げ時には、ホルダーの

位置を下げる

身長
170cm

６０cm

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

小型化
耐久性
防爆性

今後
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Ⅲ．個人モニター調査結果

（２）急速充電ガン

① 「充電ガン」の重量感の評価が最も低い

充電ケーブルの重さ・固さにも一因あり

② 「クルマへの接続評価」が低い

充電ガンが上手く差し込めているのか

いないのか、充電を始めてみないと

わからないというのは不便。

経験を重ねても、うまくいかない場合がある

「差し込めた場合には、その瞬間に光や音で

今よりも、しっかりと示してくれると良い」との指摘も

③ 「充電ガン接続操作手順」がわかりにくい

操作説明書は専門的な用語も多く、分かり難い
モニターの充電ガンに対する否定的意見（フリーアンサー）の集計

モニターアンケートの充電ガン各評価項目別の分析結果
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Ⅳ．今後の課題

１．急速充電インフラの配置
航続可能距離（駆動用バッテリー容量）の短さから高い密度での配置が求められる

２．ＥＶ急速充電スペースの確保（消防法）
既存のサービスステーションは、消防法の設置場所規制をクリアーできる
「ＥＶ急速充電スペース」の確保が困難

３．安全性の確保
可燃性蒸気滞留対策の急速充電器のかさ上げのほか、安全性の観点から監視カメラ
およびインターホンを設置。更に、急速充電器の状態をスタッフに通知する機能（ＰＯＳ
本体に表示すると共にエラー発生時には警告音で知らせる）などを開発

４．急速充電サービスの課金（電気事業法・計量法）
充電量従量課金（ｋＷｈ／円）の検討

５．急速充電ガン・コネクター
操作性、耐久性の向上

12新日本石油


